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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、RNAポリメラーゼIIと会合するヒストンアセチルトランスフェラーゼ複合体であるエロンゲーター複合体の中核サブユニットです。ヒストンのアセチル化に加えて、コードされるタンパク質は転写伸長にも影響を与え、クロマチンのリモデリングを助ける可能性があります。[RefSeq提供、2016年5月]、機能：RNAポリメラーゼII（Pol II）ホロ酵素のヒストンアセチルトランスフェラーゼ構成要素であるRNAポリメラーゼIIエロンゲーター複合体のサブユニットとして機能し、転写伸長に関与します。エロンゲーターはクロマチンリモデリングにおいて役割を果たし、ヒストンH3、そしておそらくはH4のアセチル化に関与していると考えられています。,機能：STAT3のリガンド依存性活性化を制御します。,類似性：WDリピートELP2ファミリーに属します。,類似性：14個のWDリピートを含みます。,サブユニット：RNAポリメラーゼIIエロンゲーター複合体（エロンゲーター）の構成要素であり、IKBKAP/ELP1、STIP1/ELP2、ELP3、ELP4、そして未だ同定されていない2つのタンパク質（p30とp38）で構成されています。エロンゲーターは、Pol IIの最大サブユニットのC末端ドメイン（CTD）と会合します。STAT3およびJAKと相互作用します。,
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	ELP2抗体を用いたHT-29細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	StIp1ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

